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特集：軽井沢の宣教師別荘 ①
　国の登録有形文化財となった
「旧ハミルトン・アンド・ハード軽井沢コテージ」
はじめに
「旧ハミルトン・アンド・ハード軽井沢コテー
ジ」は2015年11月17日、国の登録有形文化財と
して官報告示を経て登録された。東洋英和の宣
教師だったミス・ハミルトンとミス・ハードが
かつて所有していたウィリアム・メレル・ヴォー
リズ設計のこの別荘については「史料室だより」
No.77（2011年11月刊行）ですでに紹介されて
いるので、ご存知の方々もおられるだろう。
この別荘の発見によってカナダ人宣教師ダニ
エル・ノルマンに始まる別荘地の所有者の変遷、
軽井沢と宣教師の歴史、ミセス・ラージやミス・
ブラックモアなど軽井沢を訪れた東洋英和の宣
教師の現地での交流等が明らかになり、それら
の歴史が刻まれた別荘が現存していたことに学
院関係者は驚かされたものであった。さらに昨
年、その別荘が国の文化財になったという朗報
に触れ、学院の歴史に連なる建造物が広くその
文化的価値を認められたことで喜びは重なった。
今号ではその別荘がどのような途をたどって
文化財となるに至ったのか、また2016年 6 月に
開催された特別見学会での出来事などについて
紹介していきたい。
所有者の篤志による来歴調査と修復
最初にこの別荘を史料室のスタッフが訪れた
のは2010年 8 月のことで、1932（昭和 7）年に
建てられたとされているその別荘がほぼ80年近
くの時を経てそこに残されていたことに感慨も
ひとしおであった。とはいえ、建物は傾いてこ
そいないものの、外壁や軒先の木は所々朽ち、
床が抜けていたり、 1階の暖炉から続く煙突の
石組みが一部崩れているなど、よく壊されずに
残っていたものだというのが最初の印象だった。
そしてたとえ壊されなかったとしても、軽井沢
に点在している放置された別荘のように埋没し
てしまい、その存在が見過ごされてしまう可能
性も大いにあったのである。
しかしながらオーナー夫人である山田美枝子
氏の「あの建物はもしかしたらヴォーリズ設計
の別荘かもしれない」という直感と、ひとかた
ならぬ熱意によって別荘の来歴が徐々にひも解
かれ、その探求は東洋英和の歴史、さらには軽
井沢での宣教師やクリスチャンの人々のネット
ワーク、ヴォーリズの軽井沢における建築事業
の歴史に広がっていった。数十年間、忘れられ
ていた別荘の存在がにわかに意味をもってきた
のである。
山田氏は別荘の来歴を調査する一方で、
ヴォーリズが設計当初に考えていた、軽井沢の
自然にマッチした建物のたたずまいを再現でき
るよう段階を踏んだ非常に丁寧な修復を重ねて
いった。もはや実用ではない別荘であるのに、
歴史を大切にしたいという思いからふたたび家
に手を入れていった山田氏のご尽力には頭の下
がる思いである。
「長い時間をかけて朽ちていった建物は、長
い時間をかけて修復しなければならない」とい
う修復方針のもと、修復の監理は（株）一粒社
ヴォーリズ建築事務所、修復の工事は地元軽井
沢で代々大工が家業であった小林家のご当主で
今も修復が続けられている「旧ハミルトン・アンド・
ハード軽井沢コテージ」
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ある小林工務店の小林邦秋氏が担当した。短期
間に安易な補修を行うのではなく、オーナーの
山田氏と建物の細部に至るまで協議しつつ作業
を進めていったそうである。
修繕計画は2013年スタートで 5年の予定、初
年は基礎や柱の水平垂直調査、煙突の垂直調査
にはじまり、各部の老朽調査が行われ、土台・柱・
梁の修繕が行われた。2014年は屋根や煙突まわ
りの修繕、2015年には窓枠と窓、外壁の修繕が
徐々に行われていった。史料室スタッフが夏に
訪れるたびに建物は息を吹き返し、室内も根太
（ねだ）の補修により床の陥没が無くなり、
ヴォーリズらしい河原石を使った暖炉や台所な
どが往年の姿を取り戻した。脆くなってしまっ
た柱は継ぎ木をして耐性をあげる工事が行われ
ており、取替えられた柱材をいくつか見せてい
ただいた。
「鉄はさびますが、木は継ぎ木ができるとい
う証明になるかと思います。木は丈夫です」と
いう山田氏の説明通り、80年の間、軽井沢の冬
の積雪や湿気に耐え、躯体を支えてきた古材は
新たに継ぎ木されることによってこれから先も
ヴォーリズの建築意匠を伝える役割を果たして
いくわけである。
また、外壁に関しては小林工務店と一緒に軽
井沢の睡鳩荘（旧朝吹山荘）の仕事にずっと携
わっている塗装のベテランの上原勝三郎氏が担
当し、デザイナーである山田氏のお嬢様も交え
て、わずかに残された塗料から別荘の元々の外
壁の色調が検討されていったという。2010年訪
問の時点で、家全体の外壁はほとんど素地がみ
えるまで塗料が剥落していたが、現在は建設当
時の色調を可能な限り再現したベンガラ色、窓
枠はクリーム色で塗装されている。「所有者が
土台に魂を入れることは建物に良いことです」
との上原氏の助言により、土台の部分の塗装は
全部山田氏のお嬢様が心を込めて担当されたそ
うである。
外壁の塗装の色合いについても何度も検討されたという
朽ちて取替えられた柱材（薪の上に横置き）。
継ぎ木のため差し替えられた
宣教師の先生方も使っていたかまど
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「公共の財」として広がる別荘の存在意義
こうした山田氏のこの別荘への愛着がさまざ
まな方面に波及し、東洋英和女学院史料室でも
軽井沢と宣教師のつながりを調査する大きな
きっかけとなった。他所でも、ヴォーリズ研究
者や研究会、地元軽井沢の文化団体、大学の研
究者等との交流も生まれ、この別荘は文化的・
学術的資源として脚光を浴びるようになり、登
録有形文化財に申請したほうがいいという声が
上がってきたという。そうして長野県軽井沢町
の教育委員会の協力もあり、文頭の通り2015年
11月にこの別荘は「旧ハミルトン・アンド・ハー
ド軽井沢コテージ」として国の登録有形文化財
となるに至った。
登録有形文化財とは1996（平成 8）年に導入
された「文化財登録制度」に基づき、保存及び
活用についての措置が特に必要とされる文化財
建造物を、文部科学大臣が文化財登録原簿に登
録する文化財をさす。阪神・淡路大震災（1995
年）により多くの歴史的な建造物等がなすすべ
もなく失われていった反省もふまえ、社会的評
価を受ける間もなく開発などにより消滅してし
まうかもしれない多くの近代建築を中心とした
文化財建造物を後世に継承していくためにこの
制度はつくられた。従来の規制が厳しい文化財
指定制度に比べると、届出制と指導・助言等を
基本とする緩やかな保護措置を講じるものであ
ることがその特徴である。
「旧ハミルトン・アンド・ハード軽井沢コテー
ジ」について、文化庁のホームページでは「旧
軽井沢地域に所在する、ヴォーリズ設計の別荘
建築。木造二階建、半切妻屋根で、外壁は下見
板張、内部も板壁を基本とする比較的簡素な内
外観であるが、水平の連続窓や石積みの煙突、
室内の作り付けの調度類などに、ヴォーリズの
別荘建築らしい特徴が認められる」と解説され
ている。昨今、ヴォーリズ建築である神戸女学
院の校舎12棟が国の重要文化財に指定（2014年）
されるなど、ヴォーリズ建築への注目が集まる
なかでの登録だったといえる。広く一般にその
文化的価値を認められるものとして、「旧ハミ
ルトン・アンド・ハード軽井沢コテージ」は位
置づけられたわけである。
作り付けの棚のある居間の様子
暖炉の破損したカウンターも昔のデザイン通りに修復された
二階の様子。床が落ちていた部分（画面中央） 
も修繕された
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特別見学会でのスペシャルゲスト
東洋英和の旧ヴォーリズ校舎が建てられたの
は1933（昭和 8）年で、この別荘が建てられた
のと時期を同じくしている。当然、当時の校長
であるミス・ハミルトンとヴォーリズは知り合
いであった。軽井沢でヴォーリズは夏に建築事
務所を開き別荘設計でも有名だったため、ミス・
ハミルトンがミス・ハードと軽井沢で別荘を新
しく建てる際にヴォーリズに設計を依頼したの
は自然な成り行きだったのだろう。別荘の設計
依頼と校舎設計依頼のどちらが前後して進行し
ていたのかは不明であるが、ミス・ハミルトン
にとってヴォーリズは信頼できる建築設計者
だったことは間違いないだろう。
お気に入りの別荘で先生方はどのような夏の
生活を送っていたのだろうか─残された別荘の
空間から想像をたくましくしている時に、実は
ミス・ハミルトン、ミス・ハードとともにその
別荘で過ごしたという卒業生がいらっしゃるこ
とが判明した。そして2016年 6 月 5 日に行われ
た別荘の特別見学会にその卒業生、武藤和子さ
ん（保育専攻部1949年卒。静岡の賤
しず
機
はた
幼稚園元
園長）が参加され、武藤さんは実に76年ぶりに
別荘との再会を果たすことになった。
昭和10年代、ご家庭の事情で菅沼義子先生（幼
稚園師範科1924年卒。長野県、静岡県で長年に
わたり幼児教育に従事）の養女となり、当時小
学生だった武藤さんは菅沼先生とともに外国人
宣教師の先生方と夏に一週間ほど軽井沢に滞在
していたという。
武藤さんがオーナーの山田氏に案内されて別
荘の内部を見て回ると、メイドさんの部屋と考
えられていた部屋については「別荘に女中さん
はいなかった。料理もなにもかも先生方ご自身
がなさっていた」とのことで、ストーブの上に
鍋を置いて、武藤さんが大好きだったプラムを
先生方が煮てくださり、それをパンにつけてい
ただいたことなど当時を知る人ならではのエピ
ソードが次々と語られていった。さらには屋根
裏にあったトイレ用の木箱（※別荘のトイレは
穴の開いた木箱の下にたらいを置く簡素なもの
だった）が、幼い日に武藤さんも使用していた
木箱だったことも判明した。武藤さんは二階の
一番見晴らしのいい角の部屋に寝ていたという。
当時はベッドも置かれていたそうで、小さかっ
た武藤さんを宣教師たちが見守り育てていた様
子が武藤さんの言葉の端々からうかがえた。
1940年　最後の別荘滞在とクリスマス
この別荘を武藤さんが最後に訪れたのは1940
（昭和15）年のクリスマスで、武藤さんが小学
校 5年生の時だった。養母の菅沼先生と武藤さ
んは上田に住んでいたが、この時代、時局が厳
しさを増すなかで宣教師の先生方と親しかった
菅沼先生は、憲兵に目をつけられてしまい、子
ども心に養母と宣教師の先生方が置かれた厳し
い状況を察知していたという。
そして1940年の夏は宣教師の先生方が、アジ
ア方面の情勢が緊迫し今後訪問できなくなるか
もしれないという予測のもと夏休みは上海を訪
特別見学会（ 6 月5日）にて。東洋英和の関係者、ヴォーリズ建築愛好者などが集まった
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れていたため、軽井沢滞在はクリスマスの時期
となった。そしてそれが最後の別荘の滞在に
なったという。
ミス・ハミルトンから「この別荘はガントレッ
ト恒子さんにおゆずりしたからもう行かれない
よ。今年で最後だよ」と言われたことがとても
残念で、武藤さんはその「ガントレット恒子さ
ん」の名前を忘れようにも忘れられなかったそ
うである。内輪の者だけで過ごした別荘でのク
リスマスでは「丘の上の教会堂」という讃美歌
を日本語で歌い、その歌詞「雪に埋もれし…」
で歌われている情景が、その別荘での情景と重
なって今でも深く胸に刻まれている、と当時を
しのびながら武藤さんは語ってくれた。
そうしてこの別荘の所有はガントレット恒子
（矯風会、婦人運動に尽力、国際舞台で活躍し
たクリスチャン）とＧ.Ｅ.Ｌ.ガントレット（自
給伝道隊の一員として来日、日本へのパイプオ
ルガンの導入、秋芳洞の発見などで有名。日本
に帰化）夫妻のつながりから土井利章氏（越前
大野城主・土井家13代目）に移っていった。
その後、国際情勢が緊迫し次々と宣教師が帰
国していくなかで、ミス・ハードもいよいよ帰
国することになり1941（昭和16）年 4月、菅沼
先生と武藤さんの二人は横浜で先生を見送った。
ほかにも英和関係者がいたけれども憲兵の監視
を各人が充分に意識しながら、さりげなく散ら
ばってお別れしたそうである。続く厳しい戦争
の時代を経て、武藤さんは宣教師の先生方の思
いを継いで幼児教育に携わるようになった。戦
後になって武藤さんは軽井沢に別荘を探したも
のの見つからないままであったという。そして
76年ぶりにやっとその別荘を訪れることになっ
た武藤さんは「この懐かしい場所に来られたの
は、神様のお守りです」という感謝の言葉とと
もに、山田氏にミス・ハードゆかりの食器や花
器を贈呈され、特別見学会に参加した人々に大
きな感動を与えた。
文化財を支えていくには
2010年に別荘の存在をお知らせいただいて以
来、山田氏との折々の交流から東洋英和の史料
室も多くの史実を掘り起こす機会が与えられた。
今回のケースのように所有者ご本人の熱意と多
大なるご尽力により東洋英和に連なる歴史を有
する建造物が登録有形文化財になったことは驚
くべき経過だったといえる。
しかし、現在の文化財登録制度においては建
造物という維持が難しい文化財に対し、その修
復等に補助金が出るわけではない。軽井沢の森
に埋もれていた別荘を発見し、個人で修復保全
し、多くの人々にその恩恵を与えてくれた山田
ご夫妻のご篤志に大いに感謝しなくてはならな
いだろう。
史料室では東洋英和や宣教師に関する調査を
進め山田氏と情報交換を行いながら、「史料室
だより」No.77で別荘の歴史をまとめて刊行し
たことによりこの別荘の文化的価値を公表でき
たことは、小さいながらもせめてもの恩返しで
あった。今後もこの別荘の存在を心に留め、東
洋英和関係者、同窓生諸姉とともに何かしらの
かたちでこの別荘の活用に協力していけたら幸
いである。
松本　郁子（史料室嘱託）
ミス・ハードから贈られた食器について 
説明する武藤和子さん 登録有形文化財のプレート
